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有明海におけるシバエビの成長と成熟
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シバエビMetapenaeus joyneriは暖海性,内海性のエビ

で,東京湾や三河e伊勢湾,瀬戸内海,有明海などに分

布するが近年,多くの海域で漁獲量は減少し,地域に

よっては稀な水産魚種の一つとなっている1)。こうした

なか有明海では,湾奥部を中心に漁獲されるエビ類の多

くが,このシバエビであり,クルマエビの漁獲量が減少

している昨今2),漁業資源として重要な位置を占めるよ

うになっている。そこで,漁場保全対策推進事業等の漁

獲物調査から得られた試料を用いて,有明海福岡県漁場

におけるシバエビの成長や成熟について整理するととも

に,流通状況と併せて今後の課題を検討した。

方　　法

1.漁獲物調査

試料は農林水産大臣管轄漁場を含む有明海福岡県漁場

の全域を対象に2001年10月から'04年2月にかけ, 「えび

三重流しさし網」および「げんしき網」3)によって漁獲

されたシバエビ4,083尾を用いた。測定項目は体長(BL

:　a),体重(bw:g)とし,雌雄別相対体長組成を

把握するとともに,季節変化や項目間の関係式を求め

た。さらに,雌の成熟について,生殖腺の色調や生殖腺

重量(SW:g)を適宜,測定した。なお,生殖腺の色

調は目視で8色(濃緑色,緑色,黄緑色,樺色,黄色,

自黄色,白色,透明色)に識別可能であったが,識別誤

差や作業処理などを鑑み,今回は540nm以下の長波長帯

にある緑色帯4) (上述の前3色)を「成熟」と規定して整

理した。また,生殖腺重量は次式によって生殖腺指数

(GSi : %)へ換算したのち,体長関係について調べた。

GST　-　SW / BW X 100

2.市場調査

有明海湾奥部の漁獲物を集荷する福岡県柳川市の筑後

中部魚市場を対象に, '00年4月から'03年11月のシバエ

ビ取扱箱数(H :箱)および平均箱単価(Y:円/箱)

について調査した。

結　　果

1.漁獲物調査

雌雄別相対体長組成を図1に示した。 「えび三重流し

さし網」および「げんしき綱」によって漁獲されたシバ

エビの体長は62.8-144.4mm,体重は2.5-37.8gの範囲

で,雌は雄に比べ大型な個体が目立った。また,雌雄と

もに新規漁獲加大群が9月に出現し,翌年の同時期まで

成長を続けながら通年漁獲される。但し,水温の低下し

た12-2月については雌雄ともに,ほとんど成長はみら

れなかった。

雌雄別体長一体重関係を図2に示した。雌は成熟に伴

い,雄より体重が増加する傾向にあった。

成熟状況を判断する生殖腺の色調別に, GSI一体長関

係を図3に示した。 GSIは0.01-25.5%の範囲で,有意

な正の相関を示した。成熟個体はGSIが低い個体であっ

ても出現したほか,体長100mm以下の個体についても認

められた。また,図4に示した季節別GSIから,威熟個

体は5月から9月にかけて出現し,そのピークは夏季で

あった。
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図l　雌雄別体長組成
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図2　雌雄別体長一体重関係
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有明海におけるシバエビの成長と成熟

2.市場調査

市場におけるシバエビの月別取扱箱数を図5に示し

た。年間の取扱箱数は34,321-42,506箱で,平均約

38,500箱を集荷した。月別取扱箱数は9月から12月まで

の取扱箱数で年間取扱箱数の58.9-66.5%を占め,毎年

同じ傾向であった。

市場におけるシバエビの月別取扱箱数と平均箱単価の

関係を図6に示した。価格変動は取扱量の増減に強く影

響され,次式のとおり有意な相関が得られた。

Y　-　-0.275 H　+ 3839.7　(R2-0.7071

また価格低下は,図6の"○"で囲まれた部分のよう

に,取扱箱数が5,000箱を超える9月から12月にかけて

顕著であった。

考　　察

有明海のシバエビについて池末5)は, 7月にその年生

まれの椎エビが漁獲物として出現し, 10月まで急成長を

続ける。しかし, 12月から2月までは成長停止し, 4月
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に入ってから成長を再開するとして, 0年級群および1

年級群の2群で構成されるとした。雌雄別成長では7月

以降,雌の成長が顕著で,産卵期は5月下旬から9月上

旬とし,盛期を7,8月,寿命はその多くが満1年と報

告している。また,有書ら6)は有明海福岡県漁場の一部

を共有する佐賀県漁場で調査した結果, 4月から8月ま

では主に河口域に生息し, 9月以降は沖合城-移動がみ

られるとし,成長や産卵期,寿命については,池末の報

告とほぼ同様の結果を示した。さらに, GSIは2%以上

から当年生まれの群および越年群に生殖腺の発達した個

体がみられ,当年生まれの群で4%以上,越年群で6%

以上が成熟色を呈すると報告している。

今回の調査結果から,有明海福岡県漁場におけるシバ

エビの成長は,雌雄ともに9月から新規漁獲加人群が出

現し, 11月まで成長を続ける。その後2月までは,ほと

んど成長せずに越年し, 3月から9月にかけ再び成長す

るライフサイクルを持った, 0年級群と1年級群の単純

組成であった。雌雄別成長をみると,各月ともに雌の魚

体サイズが大きく, 6月以降における雌の1年級群は雄

に比べて差が認められた。これは,雌の生殖腺が発達し

たことによる成長差であり,生殖腺の熟度から産卵期は

5月から9月,盛期は夏季であることとも一致する。ま

た,寿命は越年した大型シバエビの漁獲が10月以降みら

れないことから,約1年であると考えられた。この結果

は,前述した両報告と概ね一致するとともに,有明海の

シバエビ漁業はこの時期に貯化した椎エビを対象に周年

操業を行っていることを裏付けた。一方, GSIは,既報

値6)との差がみられたが,成熟個体が夏季に増加する,/こ

とやGSIの割合および体長に係らず成熟個体が出現する

ことなど既報6)と同様の結果が得られ,シバエビの成熟

は季節的な影響によるものが強いと推察された。

福岡県農林水産統計では現在,シバエビ漁獲量は「そ

の他のエビ類」として一括集計されている。 「その他の

エビ類」の多くは,シバエビの漁獲量で占められると考

えられるものの,シャコ類やアミ類など他の漁獲量も含

まれていることなどから,福岡県漁場におけるシバエビ

漁獲量の月別若しくは漁業種類別に把握或いは推定手法

の開発などを目指すことは,資源管理を考えるうえで重

要な課題である。

一方,秋季から冬季(9-12月)において市場では,

多獲性魚種に特徴的な取扱箱数の急増によって価格低下

を引き起こしている。これは新規漁獲加入群(新仔)の

大量出荷によるものであり,計画的な出荷や出荷先の新

規開拓などの流通改善を検討していく必要がある。

このように,シバエビの漁獲量を事前に予測すること
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が可能であれば, 「えび三重流しさし綱漁業」や「げん

しき網漁業」の経営安定に直接寄与するばかりでなく,

新規漁獲加入群(新仔)を対象とする「しぼえび2そう

びき網漁業」など3)の操業計画や漁業調整を図るうえで

も有益な資料となる。

今後,有明海福岡県漁場におけるシバエビ漁獲量の把

握体制などについて検討・整備を進めていくとともに,

夏季におけるシバエビ発生量や環境条件などについて調

査研究を行い,シバエビの移動生態を明らかにするとと

もに,漁獲量予測の手法検討などについて試みていく必

要があろう。

要　　約

1)有明海福岡県漁場におけるシバエビの資料を整理

し,成長や成熟,流通状況等を明らかにし,今後の

課題を抽出した。

2)有明海福岡県漁場におけるシバエビは,雌は雄に比

べ大型な個体が多く,雌雄ともに9月に漁獲される

新規加入群が,翌年の同時期まで通年漁獲される。

体長一体重間(樵: bw-2.4×10~蝣BLZ　　雌:

BW-7.6× 10-6BL3.07) QS!-体長間(GSI-4.2×

10~5BL2-52　に有意な相関がみられた。成熟は季節的

な影響が強く,寿命は約1年で既報と概ね一致し

た。

3 )シバエビの価格変動は多獲怪魚種に特徴的な漁獲量

によって大きく影響し, 5,000箱を超える秋季から

冬季に価格低下が生じ,有意な相関関係がみられ

た。

4)今後,有明海福岡県漁場におけるシバエビ漁獲量の

把捉体制と併せて,環境条件など調査研究を進め,

シバエビの移動生態を明らかにし,漁獲量予測の検

討などについて試みていく必要があろう。
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